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視線は会話開始の合図，発話権の移譲などの役割を担っており[1]，擬人化エージェントにも，人と同

様な振る舞いを行わせることが重要とされる[2]．石井らは，擬人化エージェントが視線交差や視線はず

しを適切な割合で行うことで，発話が促されることを示した[3]．我々の先行研究では，エージェントの

視線量を変化させた場合，エージェントの印象評価は，実験参加者のシャイネス度に影響されることを

示した[4]．しかし，これまでの HAI 研究では，視線行動の文化差が対話に及ぼす影響について考慮さ

れてこなかった．一般的に日本人は相手の目を見て話さないとされ，欧米では不誠実な人とされる[5]．

また，Mayo らは，所属する文化によって対話中の視線行動パターンが異なることを示している[6]．  

視線行動のパターンや視線行動に対する価値観が所属する文化によって異なるのであれば，視線行動

が対話相手の印象に及ぼす影響にも文化差があると考える．また，シャイな人は視線量の変化に敏感で

あること，シャイでない人は適度な視線量を判別すること[4]から，仮説 1 として「シャイネス高群は，

見慣れない欧米人モデル・ハイブリッドモデルが実装されたエージェントに対しての印象が低くなる」，

仮説 2 として「シャイネス低群は，人間の適切な視線行動に基づいた日本人モデル・欧米人モデルが実

装されたエージェントに対しての印象が高くなる」を立てた．文化性のある視線行動として，石井らの

研究で用いられた日本人モデル[3]，Cassell らの分析[7]より作成した欧米人モデル，どの文化性にも属

さない視線行動として 2 つを組み合わせたハイブリッドモデル，統制条件として凝視モデルの 4 つをエ

ージェントに実装した．実験参加者にはコミュニケーション訓練エージェントの性能評価と教示し，4

条件の視線行動を実装した各々のエージェントと対話し，その都度印象評価アンケートを実施する実験

を行った．アンケートは，「エージェントの見かけのシャイネス，エージェントとの会話の自然さ，エー

ジェントから感じる親近感，エージェントへの親近感，エージェントとの会話の印象」に分類した．実

験参加者は日本人大学生 18 名で，シャイネス尺度アンケート[8]を用いて，工学部の平均値 47 点[8]付

近の 4 人をシャイネス中群とし，51 点以上の 7 名を高群，41 点下の 7 人を低群とした．今回はシャイ

ネスの影響を明らかにするため，シャイネス中群は分析対象から外した．実験条件はシャイネス要因（2

水準）と視線要因（4 水準）である．  

アンケート結果に対し，2 要因分散分析を行った．その結果，欧米人モデルを実装したエージェント

は明らかにシャイではないと認識された．エージェントとの会話の自然さにおいて，条件間で有意差が

見られなかったことから，どの視線モデルも同程度に自然と認識されていたといえる．シャイネス高群

は，欧米人モデル・ハイブリッドモデルの場合，エージェントから感じる親近感が有意に低かった．ま

た，エージェントへの親近感は高群と比較して低い傾向にあり，特に欧米人モデルの場合，有意に低か

った．シャイネス高群は視線量の変化に敏感なため，見慣れていない欧米人モデルに違和感を覚え，評

価が低くなったと考えられる．よって，仮説 1 は支持された．シャイネス低群は，ハイブリッドモデル

の場合，エージェントから感じる親近感が低くなり，また，日本人モデル・欧米人モデルの場合，エー

ジェントに対しての親近感が有意に高かった．シャイネス低群は，自らが所属する文化の視線行動でな

くても，実際の人間の視線行動に基づいている視線行動の場合，評価が高くなると考えられる．よって，

仮説 2 は支持された．シャイネス高群・低群共に，ハイブリッドモデルの場合，エージェントとの会話

の印象が有意に低かった．ハイブリッドモデルは日本人モデルと欧米人モデルを組み合わせたモデルで

あり，予期せぬ動きをするため，評価が低くなったと考えられる． 

本研究では，シャイな人は，見慣れない視線モデルが実装されたエージェントに対する印象が低下す

ること，シャイでない人は，実際の人間の視線行動に基づいた視線モデルが実装されたエージェントに

対する印象が上昇することが示唆された．今後の展望として，欧米など，他の文化圏の実験参加者を集

め，文化間での印象評価を行う必要があると考える． 
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 項目評価  

学習・教育目標 

（Ｄ２－３） 
デザイン能力 

(1) 情報技術分野でテーマ、課題を設定し、目標、制約条件を整理す

ることができる。 

(2) 情報技術を駆使して、目標、制約条件を充足させる方法を提案、具

体化し、結果について評価、考察することができる。 

 

学習・教育目標 

(E) 

課題に対する 

理解と表現 

(1) 課題の内容に対する背景を理解し、課題解決法の技術的内容およ

び得られた結果を、具体的・論理的に述べることができる。 

(2) 英語によって記述された技術的な内容を理解し、伝達できる。 

 

文書作成の技法 
目的と対象読者を認識して、論理的に主題を展開し、適切な図表を用

いて、わかりやすい技術文書を作成することができる。 

 

プレゼンテーショ

ンの技法 

目的にそって、分かりやすい資料を作成し、プレゼンテーションをするこ

とができる。 

 

討論の技法 
他者の発表を、その内容を理解しながら聞き、質問やコメントを行うこと

ができる。 

 

学習・教育目標 

(F) 

計画・業務遂行

能力 

(1) 国内外の文献などを情報源とし、習得した知識･技術を用いて専門

分野での課題を解決するための計画を立案することができる。 

(2) 計画に基づき、制約を考慮し、遂行上の問題、課題を自主的、継続

的に解決し、計画内容を達成することができる。 
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し、 
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評価実施日：               

 評価内容 指導教員 合同発表会教員 

課題に対する 

理解と表現 

卒業研究の課題の内容に対する背景を理解

し、課題解決法の技術的内容および得られ

た結果を、具体的・論理的に述べることがで

きる。 

  

プレゼンテーショ

ンの技法 

目的にそって、分かりやすい資料を作成し、 

プレゼンテーションをすることができる。 
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